
１．はじめに

本学人間福祉学科は開設以来愛知県を中心に多く

の有能な人材を輩出してきた。卒業後においても教

員とのつながりや学科教育・行事等への参加の過程

で、すでに職場のリーダーとしてその職務に携わっ

ていたり、介護支援専門員（ケアマネジャー）とし

ての一歩を踏み出そうとしていたりと、介護福祉士

としての専門性の探求・自己研鑽に励んでいる声や

その成長した姿を確認している。そして卒業生の所

属する職場の同僚、先輩、後輩においても積極的な

自己研鑽の姿勢が顕在化しているとの声を多く確認

してきた。また本年４月より社会福祉士及び介護福

祉士法の改正がなされ、業務規定の見直しの中に新

たに「自己研鑽の責務」の条文が盛り込まれた。

一般的にリカレント教育とは、主に学校教育を終

えた後の社会人が大学等の教育機関を利用した教育

のことを指す。本学の所在する愛知県においては、

リカレント教育の振興方策について、愛知県生涯学

習審議会は２期目を迎え、平成７年９月12日に愛知

県知事と愛知県教育委員会から「リカレント教育の

振興方策について」の審議依頼を受けた。そこで、

同日付けで学習者と産業界、労働界及び高等教育機

関の関係者からなるリカレント教育専門部会を設け

て集中的、効率的に検討するとともに、多面的な審

議に努めてきた。その結果をここに報告として取り

まとめており1)、その中で「大学等高等教育機関に

おけるリカレント教育推進の考え方」を「リカレン

ト教育に求められる高度で専門的な知識・技術を体

系的に提供する機関として、大学、大学院、短期大

学、高等専門学校、専門学校の高等教育機関（以下

この項において「大学等」という。）への期待は極め

て大きい。また、リカレント教育の推進によって大

学等が地域や社会生活と密接にかかわり合うことは、

その教育と研究が直接に社会のために生かされるだ

けでなく、大学等にとっても、社会の側から教育と

研究についての様々な示唆を得ることができるなど、

大学等の活性化を促す方策として期待することもで

きる。」2)とその重要性についてふれている。そのこ

とを短期大学である本学の人間福祉学科における介

護福祉士養成の立場からすると、介護現場に従事す

る卒業生をはじめとする関係機関職員に対し、大学

の教育力を活用し、スキルアップ・自己研鑽・啓発

活動の一環となることが期待される。また介護職員

一人ひとりが必要なときに、必要なところで、必要

な教育にアクセスできることを目指すリカレント教

育は、現実的な教育実践といえる。

現在、全国の介護福祉士養成施設においても、そ

れぞれの養成施設の社会的責務や独自性の担保のた

めに様々なリカレント教育がなされている。その実

際はインターネット上にアクセスすれば一目瞭然で
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ある。また、介護福祉士養成においてはリカレント

教育という言葉より「卒後教育」という表現がなさ

れており、その意味は前者と同様であると認識でき

る（よって本稿ではリカレント教育と同義の意味と

して卒後教育を用いる）。

例えば、日本介護福祉教育学会では、毎回全国大

会における分科会において卒後教育がテーマとして

取り上げられ、各養成施設の研究発表がなされてい

る。

介護福祉士養成校におけるリカレント教育の実践

研究として鍋島ら（2007）は卒後教育に在校生を参

加させることで、得られる相互的教育効果について

言及しており、またどのようなプログラムを設定す

るか、その創意工夫が重要であると論じている3)。こ

のような見解は本学科においても議論された中心的

な課題であった。また峯尾（2003）は、開催場所に

関して施設、事業所に出向くことの重要性にふれて

いる4)。このような考え方は、後述するが、本学科

の運営方針に照らし合わせた時、有意義な知見であ

り示唆に富むものであった。他方、蒲池ら（2006）

のケアマネジャーを対象とした調査報告によると、

看護師資格のケアマネジャーよりも介護福祉士資格

を有する者の方が継続的学習意欲の高さが見られる

傾向にある一方で、そのような要望に応える卒業後

教育の環境不備を指摘しており、その整備が急務と

論じている5)。筆者らは、介護福祉士資格のケアマ

ネジャーの学習継続意思が高いということの背景に

はそれに応えられていない学習環境の不整備にあり、

その反映された意識が学習継続の意識の高さとして

表出しているものと認識できることから、手放しで

喜べる実情ではないと考える。

２．本報告の目的

本学科開設以来、卒業生のリカレント教育の意向

について卒業生を対象とした意識調査を過去２回行

い、その結果から、取り組むべき課題であるとの必

要性を認識しつつも、その実現には至っていなかっ

た(1)。しかし、介護現場において自己研鑽の意欲を

持った卒業生や職員の姿に応えることは、本学科と

しての社会的責務のひとつとして、再認識し直し、

その現状を打開すべきではないかという議論がなさ

れた。いわば本学卒業生らを取り巻く社会的な動向

の変化に即して、本学科の教育力を本格的に発信す

る時期であるとの学科教員間の共通認識の形成が、

多くの議論をふまえる中で強固なものとなったので

ある。本学科教員個々の専門性の高さとその領域の

広さは、社会的にも認識されており、地域に対する

その貢献度は高いものと思われる。また我々は、愛

知県下の介護福祉士養成施設を見渡してもそのよう

な多様で高度な専門教育者を置いた養成施設はない

と思われる様に日々努力してきている。

そこで本報告は、卒業生を含む介護職員らの自己

研鑽への意欲に応えるべく機会と場の提供を通して、

介護職員の専門性向上に資するリカレント教育の内

容や具体的な実施方法を明らかとするための帰納的

な研究方法の取り組みであり、介護福祉分野の OJT

教育実践や研究に示唆を与えることを目的とする。

３．リカレント教育の方法

（1）先進モデル施設・実践の視察

現在、介護実践は多様な様相を見せており、体験

を通じて、その一端に触れることが卒業生の教育効

果を向上させる方法論として認識することもできる

ことから、本学でこれまで行われていた福祉フェス

タや福祉まつりにおける座学形式のリカレント教育

という性質のものよりも、実際に先進的な介護実践

に取り組んでいる機関への訪問学習というフィール

ドワーク型のリカレント教育の方向性とすることと

した。このような視点は、本学科が学科運営の理念

とする積極的な地域貢献と学習の実践過程から導き

出されたものであり、本学科の実績を基盤としたも

のである。

以下の二つは、今回のリカレント教育における視

察先の施設および着目した実践である。

1) 指定介護老人福祉施設高浜安立荘における実践

─24時間回想法および新しい移乗介護技術─

本学科の介護実習施設として契約している指定介

護老人福祉施設高浜安立荘（以下高浜安立荘とする）

は「24時間回想法」(2)に取り組んでいる施設であり、

新聞・テレビにおいても報道されている実績がある。
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また、高浜安立荘では新しい移乗介護技術として

「持ち上げない介護技術」(3)＝新・移乗介護（スーパ

ートランスファー）を日常の介護場面において実施

しており、また精力的な施設運営がなされているこ

とから、リカレント教育の効果が十分に期待できる

ため視察先として選定した。

2) よしいけ保育園・デイサービスセンターにお

ける実践─老人・子ども統合ケア─

高浜安立荘と同市内に、よしいけ保育園･デイサー

ビスセンターが在り、そこでは同敷地内に保育園と

デイサービスセンターが併設されている。そこに通

う子どもと老人の異世代間交流、いわゆる「老人・

子ども統合ケア」(4)が日常的になされており、注目に

値するものであると認識し視察先として選定した。

そして上記の両施設が同市内に在ることで、アク

セスの利便性も確保できることから、両施設への視

察を1日のプログラムとして設定することが可能とな

った。

（2）卒業生同士の交流の機会

また当日は、プログラムに参加する過程で卒業生

同士の交流を深めることも目的とし、交流会の場を

設けた。ここでは特に卒業年度をまたいでのいわゆ

る「縦のつながり」の強化を目指した。

４．リカレント教育の具体的内容

以下、リカレント教育の具体的内容についてふれ

ることとする。

（1）期日

2009年10月２日

（2）参加者

各教員の卒業研究（ゼミ）に所属していた卒業生

から参加者を募り、計18名の参加が得られた。卒業

生の構成として第１期生が１名、２期生３名、４期

生１名、５期生６名、６期生４名 他、本リカレント

教育に興味を持ち参加意向のあった卒業生の職場の

同僚１名の参加も得られた。

3) プログラム

10：00－12：00

高浜安立荘視察

内容

・24時間回想法見学

・新移乗介護見学および実施体験

12：00－13：00

・昼食会（卒業生交流会）

13：00－15：00

よしいけ保育園・デイサービスセンター視察

15：15－16：30

・卒業生との意見交換会

終了

５．満足度および効果測定のための
参加者アンケート調査

今回のプログラムについてのアンケートにより、

リカレント教育の満足度およびその効果を調査した。

６．視察の実際

以下、視察の様子について録音記録から抽出し、

写真を交えながらポイントを絞り記載することとす

る。

（1）高浜安立荘における「24時間回想法」について

・以前テレビ番組で取り上げられていたので、参

加者の中には前もって「24時間回想法」をある

程度までは知っている者も多く、見学できるこ

とを楽しみにし、期待していた。

・「24時間回想法」＝１階でのデイサービスは「思

い出横丁」；２階での特別養護老人ホームとショ

ートステイは「昭和横丁」と呼ばれている。

・施設の特徴は従来型の特養であり、新設の個室

ユニットというものではないが、その中でも極

め細やかな介護をしていこうということ、そし

て、認知症の方であっても人としての尊厳を大

切にするということで、「24時間回想法」の取

り組みが始まっている。
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・「日本一認知症の方に優しい施設になろう」とい

うスローガンを掲げている。

・「24時間回想法」が始まり、３年目となる。「昭

和横丁」が始まり３年、「思い出横丁」は昨年始

まった。デイサービスの方も昭和の雰囲気を作

っている。

・何もないところでお話をするよりも、造り込み

のあるところでお話をしたほうが利用者の方に

色々と感じてもらえる部分が多いということで、

施設の中を改修し、臨場感を持って取り組んで

いる。

・「24時間回想法」には色々な種類があるが、メ

インは「パソコン回想法」である。パソコンの

画面を使い、その画面の中で24シーンがあり、

生活のご飯の部分や遊びの部分、学校の暮らし

の部分などという分類になっている。利用者の

方のお話ができるところで話を広げていき、昔

を楽しく思い出してもらうということを行って

いる。

・「パソコン回想法」は、日本福祉大学高浜専門学

校の作業療法士の来島修志先生に監修、パソコ

ン回想法のソフト自体は、大府と東浦にある国

立長寿医療センターの遠藤英俊先生の協力で作

り上げたものである。例えば、生活の場面で洗

濯のシーンがある。たらいの絵をクリックする

とたらいの絵がアップになり、さらにたらいを

クリックすると洗濯板がアップになってくると

いう様に、画面を見ながら順番に進んでいくと

いうパソコンソフトである。

・利用者の方に昔を思い出していただくため、パ

ソコンの画面に出てきた昭和の品々を実際に手

元に取り、その感触を確かめながら、回想法を

深めている。

・１階デイサービスのホールにある回想法コーナ

ー「思い出横丁」にて、男性職員１名とデイサ

ービス利用者の方々５、６名で回想法を実施して

いる様子を見学した（写真１）。

・施設の形態として従来型の特養ではあるが、100

人の利用者と職員との関係を近くし、利用者の

方に満足いただけるサービスを提供していくた

め、大きく４つのグループに分け、グループケ

アと呼ばれる形態で実践している。

・終末期介護については、本人家族が希望されれ

ば、施設の中で最期を迎えしていただくという

ようなターミナルケアの取り組みも実施してい

る。

・自立支援「オムツ外し」については、特養に入

所したら、「特養はオムツを外す施設であるとの

位置づけを世の中にアピールしていこう」とい

う講習会に職員が参加し、オムツを減らしてい

くことに取り組んでいる。

（2）高浜安立荘における「新・移乗介護」について

・「新・移乗介護」（スーパートランスファー）の

導入のきっかけは入浴介助であり、銭湯の様に

広いお風呂から個人浴、個浴と呼ばれるお風呂

に切り替えていることからである。

・身体に障害のある方に、一人用の小さいお風呂

に入っていただいて、浮力を使ってゆったり入

れたり、手すりにつかまったり足を延ばしたり、

逆に足がついて安定したりというお風呂を目指

し実践をしている。その中で、介護職員が無理

な体勢で引き上げたりすることによる腰痛など、

体を痛めてしまうことがあるので、それを防ぐ

ために専門のテクニックを学び、介護専門職員

にも優しく、利用者の方も安心して介護を受け

られる仕組み作りを行っている。

・お風呂、ベッド、椅子からの移乗といったもの

を、定期的に研修会を実施しながら行っている。

〈実習の様子〉

・職員のデモンストレーションを見た後、参加者
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写真１　高浜安立荘「思い出横丁」におけるパソコ
ン回想法の様子



全員が実際に実技の体験研修をさせていただい

た。以下は参加者が実習をしながら、職員の方

と施設長から説明や解説をしていただいた内容

である（写真２）。

・利用者を持ち上げず、後ろに体重を掛けること

で利用者のお尻が浮く。また、無理に持ち上げ

ると自分も辛く利用者の方も辛いので、立ち上

がるときには利用者の上体が前傾になった状態

で立ち上がるという基本を忘れなければ上手に

できる。

・職員の腰痛予防が課題となったときにスーパー

トランスファーの講師を呼び、講習会で職員研

修を行い、それから職員同士で練習し取り入れ

るようになった。

・新人研修や全職員対象でトランスファーの研修

を行っている。

・学校で学んできたスパートランスファーではな

いことを無理やり行なったり、時間がないとい

って力任せにやったりすると、腰を痛めやすい。

・移乗は利用者に合わせ、色々なテクニックを使

うので職員は様々な引き出しを持っているが、

テクニックを組み合わせてやるので、ここでで

きたからといって実際に現場でできるとは限ら

ない。

・現在愛知県の団体でも北欧式のトランスファー

テクニックやデンマークのものを勉強しており、

講習会をしてみんなで学んでいる。

・利用者の方が一番安心であればどのテクニック

を使ってもいいのではないか。利用者の生活の

場なので、利用者のために自然に学ぼうとする

し、学ばないほうがおかしい。

（3）よしいけ保育園・デイサービスセンターにお

ける「老人・子ども統合ケア」について

・新型インフルエンザ対策の意味もあり、職員の

方々から施設の様子をパワーポイントのスライ

ドを使用しながら発表いただいた（写真３）。以

下にその様子を記す。

〈葭池デイサービスセンターの紹介〉

・現在１日の定員は40名で、利用は月曜日から土

曜日までとし、日曜のみお休みとなっている。

・デイサービスの特徴は、利用者一人一人に合わ

せた個別ケアに力を入れていることである。朝

の送迎時間は、利用者が希望される時間に迎え

に行き、帰りも希望される時間に送るという形

をとっている。

・介護保険は２時間～３時間、３時間～４時間、

４時間～６時間という細かい時間区分があり、

そのように請求をしているが、中には、本当に

短い２時間以上３時間未満で使われている利用

者の方も多い。その理由として、介護度が重く

なると、お風呂やリハビリだけをしてほしいと

いう方などがみえるので、そういう方から、一

日ゆっくりしたいと言われる方まで個別に対応

している。

・デイサービスとしてのサービスで、モーニング

ケア、ナイトケアもやっており、朝７時半～夜

19時半までの対応も行っている。

・朝の食事は、自宅で食べてきていただくか、お

弁当を持ってきていただいている。夜のナイト
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ケアの食事は、家族からお金をいただき、その

お金で利用者の希望される食べたいものを職員

が注文を取り、職員が買い出しに行き、夕食を

提供している。

・介護予防の方に対して、健康運動指導士による

ストレッチや軽運動、筋力トレーニングなども

行っており、マシンも入れている。

・定員は40名で延べ人数が930～940名ぐらい、延

べ人数でいくと登録利用者が100名弱で、97－8

名の方が登録されている。その中で４分の１が

介護予防の方で、４分の３の方が介護保険の方

で、男性利用者もかなり多い。普通のデイサー

ビスでは、男性利用者は１割～1.5割ぐらいだと

思うが、月水土は利用者の半分が男性利用者の

方がみえており、今日も男性利用者の方が多い。

・男性利用者が多い理由として、一人一人に合わ

せた個別の対応をしているからだと考えている。

普通のデイサービスでは、朝お迎えに行き、バ

イタルサインを採り、午前中にお風呂に入り、

食事をし、昼からレクリエーションをやり、お

やつを食べ、お送りするというパターンが多い

が、葭池デイサービスセンターは個別でやって

いるので、午前中にお風呂に入りたい方は午前

中に入ってもらい、午後からお風呂に入りたい

と言う方には午後から入ってもらっている。

・午前中のレクリエーションも今残されている残

存機能の中で、やれることをやっていただいて

いる。午後からも２時～３時にかけて1時間のプ

ログラムがあるが、それに参加される方は参加

していただき、参加したくない方には一人一人

に個別で職員が対応している。

・職員が介護のプロとして、利用者の希望を尊重

するケアを目指してやっている施設である。

〈よしいけ保育園の紹介〉

・デイサービスと併設という形であり、定員120

名の保育園である。

・よしいけ保育園の周辺は、隣が県営住宅で、裏

の方が建て売りでどんどん家が建っている。少

子化といわれる時代でも、子どもはたくさんお

り、今年は定員オーバーの128人が入っている。

・来年も定員オーバーになるのではないかと予想

されている。

・７時～19時までやっている保育園で、高浜市の

中では、最長の12時間保育をしている。他の園

は、夜は19時までやっているが、朝は７時半か

らやっている園ばかりであり、この地域はトヨ

タ系に通う方がみえるため朝７時からやってい

ないと困るという方がよしいけ保育園にたくさ

ん来ている。

・乳児保育や障害児保育という形で、1対1で受け

入れることもしており、自閉症のA判定の子で

あってもこの園に来られるようになっている。

今年も一人だけであるが、１対１対応の重度障

害児の子を受け入れている。それ以外にも一時

保育や、簡単にいうと託児所のようなイメージ

で、冠婚葬祭や、ちょっと遊びに行くときに預

けるという一時保育ということもやっている。

毎日７－８名が利用している。

・子育て支援センターも一緒にあり、午前中いつ

でも遊べるスペースがあり、親子で遊びに来る

ような形で、地域の方が色々な形態で活用でき

るというような保育園である。

・保育園でも色々特色を持ってやって行かなくて

はいけないということで、色々なことに力を入

れている。

・リトミックや体育指導、「英語で遊ぼう」といっ

て ECC の先生に来てもらい、英語授業を年長

で取り入れており、幼稚園でやっているような

ものと同じイメージで取り入れてやっている。

・行事は子どもたちに色々なことを経験させたい

ということで、夏祭りをやっている。地域の住

民の方や小学生たちを巻き込み、みんなが遊び

に来られるような形でおこなっている。

・お泊り保育は、年長になり少し経ってから行っ

ている。食事はどのようなものを作るかなど話

し合い、当日はグループ毎で食料品店まで買い

物に行き、カレーの材料を買い、料理をしてカ

レーをみんなで食べ、一泊している。

・10月末の活動として仮装をして遊び、ハロウィ

ンパーティーをやっている。

・「ちびっ子警官」になり、警察の交通安全指導を

おこなっている。年長さんたちは服を貸してい

ただき、パトカーの前に立って記念写真を撮る。

・食育では、外でサンマを焼いたり、流しソーメ
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ンを体験したりする行事がある。流しソーメン

は、孟宗竹を東浦まで取りに行き、園庭に並べ、

子どもたちと流しソーメンを楽しんでいる。こ

のような経験をすることで、食べ物に関して子

どもたちが色々興味持つことができるように工

夫している。

・色々な特色を出し、高浜市の地域の中でやって

いける保育園ということを目標にしながら、保

育園を運営している。

〈複合型施設の様子の紹介〉

・デイサービスと保育園との合同の行事として、

本当は５月に子どもの日があるが、連休が続い

てしまうので子どもの日祭りということで４月

下旬におこなっている。その時におじいちゃん

たちにカブトを折ってもらったり、昔ながらの

遊びを披露してもらったりしている。

・６月はデイサービスで新茶会をおこなう。年中

の子どもたちも一緒においしい茶の香りと味を

味わわせていただいている。新茶会の間、子ど

もたちは毎日デイサービスにお茶出しに来る。

子どもたちがお盆の上にお茶を持ち、お年寄り

一人一人にどうぞと言ってお渡しする。

・保育士がお茶娘に扮して、「夏も近づく八十八

夜」という歌を歌いながら、トントンと踊ると

お年よりもこのときは本当に嬉しそうな顔で答

えてくれる。

・日常の様子では、子どもたちがいい表情でお年

寄りと遊んだり、お年寄りが描いている絵を見

てすごいと言ったり、子どもたちが尊敬の念を

お年寄りに自然に持つようになる。

・７月は七夕会で、このあとに流しソーメンで楽

しむ。七夕会ではデイサービスの職員と保育園

の職員と劇をして子どもたちを楽しませている。

楽しんでいるのは大人だったりすることもある

かもしれない。

・お泊り保育で子どもたちの大好きな時間が、葭

池デイサービスのお風呂に入ることである。子

どもたちが大喜びで、所長がひと肌もふた肌も

脱ぎ子どもたちを楽しませている。

・夏祭りも葭池デイサービスと保育園との合同で、

今年は「葭池のど自慢」と称し、お年寄りが歌

を歌ったり、子どもたちが出し物で歌を歌った

りと、夏祭りの中で織り交ぜておこなっている。

・敬老会では、職員が桃太郎の劇をし、桃の中に

保育士が入り、おばあさん役やおじいさん役が

デイサービスのお年寄りだったりして、アドリ

ブでお年寄りたちが職員と一緒に演じている。

お年寄りも子どもたちから活力をもらったり、

子どもたちも優しい気持ちにさせられたり、そ

のような相乗作用があるのではないかと考えて

いる。また、敬老会のときには、子どもたちが

お年寄りにプレゼントを作り、お年寄りに渡す。

・合同運動会では、保育園の運動会に、デイサー

ビスのお年よりもできることを深くしてもらっ

ている。子どもたちがお年寄りの手を引いてパ

ン食い競争のところに誘導するということを自

然にできている姿に、職員もデイサービスと保

育園とが隣接しているという意味を感じさせら

れる。最後のメダルは、お年寄りの方たちが手

先を使い素敵なメダルを作ってくれ、運動会の

日が来るのを今か今かと待っている。

・｢秋刀魚パーティ」をなぜ始めたかというと、味

覚や嗅覚などの色々な五感を子どもたちが働か

せながら育っていってもらいたいという願いを

込めたいからである。中にはお年寄りの方から

張り切ってサンマを焼きに来てくださる姿もあ

り、園庭いっぱいに焼かれたサンマをお年寄り

と子どもたちがほおばっているという光景が恒

例として続いている。

・｢焼き芋パーティ」も同様で、園庭いっぱいに焼

き芋の香りが漂っている。５月にみんなで苗を

買いに行き、デイサービスに通ってきているお

じいちゃんの畑を貸していただき、買ってきた

300本の苗を０歳の子から、５－６歳の子たち

までで植え、育った大きなお芋を園庭でおじい

ちゃんおばあちゃんも一緒に焼いている。

・英語では英語の先生が無理やり教えるのではな

く、言葉に親しむということを意図しており、

日本語だけでなく、こんな言葉があるよ、こん

な風に言葉のやり取りをしたら面白いよ、これ

が英語というものだということを、遊びながら

教えている。この英語が10月下旬のハロウィン

パーティに続いている。

・｢ハロウィンパーティ」では、お母さんもとても
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張り切り、わが子を一番立派にしようと飾り立

てているが、今年は抑え目にし、家にあるもの

を見繕ってやるようにと声を掛けている。この

様に仮装してきた子どもたちがデイサービスの

方に行くと、おじいちゃんおばあちゃんは目を

輝かせて喜んでいる。職員が仮装するよりも子

どもたちが仮装してきた方が、利用者さんのお

じいちゃんおばあちゃんたちの表情が明るくな

り、利用者さんの表情もさらに豊かになる。デ

イサービスの中でも、このハロウィンのときに

仮装し、日々の行事の中で職員も利用者も一緒

になって日々楽しく過ごしている。

・12月に葭池デイサービスセンター恒例の「ファ

ッションショー」がある。昨年、あるおじいち

ゃんがどうしても女装したいということで、ウ

エディングドレスを着て女装をし、おばあちゃ

んの中で男になりたいという方が見えたので、

タキシードを着てもらい、新郎新婦みたいにし

ていた。利用者さん一人一人が12月に行われる

ファッションショーを楽しみにされている。所

長さんや園長先生が先頭切っているので、子ど

もたちも職員たちも乗せられている。

・豆まき会では、邪気を追い出し健康に明るく育

ってほしい、これからも元気で長生きしてほし

いと言う意味をこめて、保育園もデイサービス

もそれぞれに豆まきをし、時々所長や園長先生

が鬼や福になり、職員たちも一緒になって豆ま

きをしている。

・お別れ会は年長の子どもたちが保育園から小学

校へ巣立っていくということで、卒園式の前に

デイサービスのお年寄りと一緒にお別れ会をす

る。そのときにお世話になりました、お茶出し

をさせてくれてありがとう、お茶出しに来てく

れてありがとう、という色々な思いを込め、子

どもたちがプレゼントを作り、お年寄りも子ど

もたちに心を込めたプレゼントを作っている。

ここでも暖かい交流が見られる。

・卒園式のときには、毎年職員も子どもたちも胸

にとっても素敵なコサージュを着ける。布で作

ったコサージュをデイサービスのお年寄りと職

員の人たちが作っている。

・１ヶ月から２ヶ月に一度、アコーディオンを弾

かれる先生がみえ、子どもたちとデイサービス

の利用者が一緒にアコーディオンを聴く。子ど

もが好きそうな歌や、お年寄りが好きそうな曲

を前もって連絡すると、20曲ぐらい弾いたり、

みんなで歌ったりして、楽しいひと時を過ごす。

＊以下は交流会をすることによって、利用者の変

わったこと

・子どもさんがくると、利用者は元気がもらえる。

・認知症の方の表情も変わって、すごく笑顔にな

られる。

・運動会のメダル作成や、こどもの日祭りのカブ

ト、コサージュ作りなど、保育園の子どもたち

に対する色々な役割を持つことで、利用者に活

気が出てくる。

・デイサービスの中ではコマを120個も作れない

ので、利用者さんがご自宅に持って帰って作っ

てくれたり、絵をかかれて子どもさんたちに見

せたりと、すごく色々なところで活気が出てい

る。それが手先を使うリハビリにもなるため、

最初、右片麻痺の方が左手で押さえながら塗り

絵をしていたが、デイに来られて子どもさんた

ちに対して色々と役割を持つことで、今はもう、

左手を使わずに右手で塗り絵ができるようにな

ってきた。現在のところ折り紙も上達された利

用者の方もみえる。

・女性の利用者で、家では活気がなかった方が、

最近台所に立たれるようになり、時間はかかる

が包丁を持って料理したりするまでのことがで

きるようになってきたのも、やはり子どもたち

がデイにくることで生きがいを持ったりできる

という影響もあると考える。

・１ヶ月のお手紙を出すと、交流会の日が分かる

ので、利用者さんも「交流会の日の空きがあっ

たら使わせてもらえないか？」という感じで聞

かれる。枠があれば利用していただくというこ

とになるが、この様に子どもたちとの関わりを

すごく楽しみにされている利用者さんもたくさ

んみえる。

・犬を今年の春から保育園で飼うようになったが、

これもお年寄りが見に来たりして交流のひとつ

のものになっている。
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＊以下は保育園からみて、どのような利点があるか

・お年寄りと日常的に触れ合うということで、優

しさ、思いやり、慈しみの心が育つということ

である。例えば、プレゼントを渡したり、日常

からお茶出しに行ったりということで、顔を合

わせて、その中でまた一緒に遊んだり、絵を塗

る中に混ぜてもらったりということをする中で

親しみを持ってくる。

・プレゼントを作るときや手紙を書くときは、保

育士が方向性をつけなくとも、自然と「ずっと

元気でいてね。」というような言葉が自然に出て

くる。

・どんな人も受け入れようという気持ちが自然に

育つということである。これは保育園でも、障

害の子どもがおり、小さい子もお年よりも、身

内の方とか色々な方がよしいけ保育園に通って

いると、出会う機会があるので、良い経験とな

る。

・４月・５月は認知症の症状が少し激しい人たち

を見ると、子どもたちもビックリしたような表

情だったり、固まってしまったりということも

あるが、それが少しずつ交流していく中で、自

然と受け入れていける。

・伝承遊びやふれあいを通して人と人の暖かい交

流やお年寄りへの尊敬心を育むことができる。

・よしいけ保育園には子育て支援センターもある

が、そこに伝承遊びとして、元気なおじいさん

やおばあさんに来てもらって、お手玉などもし

てもらうこともあり、子育て支援に来るお母さ

んにも伝えることができる。

・敬老会のときは、元気なおじいさんがコマ回し

をしたり、お手玉をやったりして、子どもたち

に教えてもらって特訓したりすることもある。

・お茶出しをしていく中で、マナーを身につける

機会となる。「ちょっとお待ちください」とか

「どうぞ」とかなかなか子どもたちはやる機会が

少ないと思うが、お茶出しをするときに覚えて

いき、テレビを見ている前では、わざわざ後ろ

を回る子が居たり、お年寄りの方が座ってから

話しかけたり、ビックリしてしまうといけない

のでしっかり顔を出してから挨拶するとか、そ

ういったことが自然と身についてきて、マナー

も守ることができる様になって来ている。

＊以下は、デイから見た場合の交流に関する難し

いことや限界といった部分。

・子どもと利用者さんでは年齢の差があるので、

その中で共通点を見つけるということが難しい

ということと、行事の時間調整が難しい。

・保育園では午後からどうしても昼寝があるので、

午前中が良いが、デイサービスでお風呂は午前

中に入りたい利用者の数の方が多いので、デイ

サービスでは午後からレクリエーションをやっ

てほしいので、時間調整がかなり難しい。

・利用者さんと子どもの人数調整が難しい。例え

ば新茶会のとき、手遊びをするのにペアになる

が、人数が合わないとか、ある一人のおじいさ

んは子どもたちに人気なので、このおじいさん

がどうしても良いという様に人気の利用者さん

に子どもが集中してしまうことや、逆に子ども

が全然寄り付かない利用者さんもいらっしゃる。

・子どもが嫌いな利用者さんもいる。

・デイの職員は、子どもに注意するときにどのよ

うに注意していいか分からない。例えば、デイ

の中で走り回っているときに走らないよう言っ

ても、全然言うことを聞いてくれない。お茶出

しにいったときにも、保育園の先生たちに注意

をしてもらったりすることがある。

・インフルエンザで交流ができず、子どもとデイ

サービスとの交流が中断している。利用者は子

どもたちと触れ合うことを楽しみにされている

方も多いので、今度会える日はいつだと楽しみ

にされている。

＊以下は、保育園から見た場合の交流に関する難

しいことや限界といった部分。

・時間を一緒に合わせる形で取りにくく、行事の

時間調整が難しいということ。

・人見知りが強く関わり方が分からない子がいる

ということである。おじいちゃんやおばあちゃ

んと手が握れない子が少しいる。

・もっと小さい子でもちょっと人見知りが出てく

ると、おじいちゃんおばあちゃんたちの部屋に

入っただけで号泣する子どももいる。

・デイサービスの利用者さんが保育園に来て、関

わり方が分からない子がいるということで、子
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どもたちにどう関わっていいか難しいというこ

とがある。

・流行性の病気などで長期にわたり交流ができに

くいことがあるということも問題である。

・子どもたちはインフルエンザとノロウィルスが

ある。子どもにとっては２－３日寝れば治ると

いうものだが、やはりお年寄りの方は肺炎にな

ったり、起きることができなくなったりしてし

まうと困るので、交流をあえて避けるというこ

とがある。

・保育園の先生が、利用者に対しての接し方が分

からず迷惑を掛けることがある。利用者さんに

より、対応の仕方や利用者さんに対しての接し方

という情報をしっかりとつかんでないので、デ

イサービスに迷惑を掛けてしまうことがある。

・デイサービスの利用者がフラッと保育園に遊び

に来た時、どう接したら良いのだろうとか、ど

ういう言葉をかけたら良いのかわからないこと

がある。

・保育園は保育の勉強はしてきたが、お年寄りに

対しての勉強は全くしてきていない。職員が勉

強していけばもっと交流がとれるのかもしれな

いというところはある。

６．アンケート調査の結果

視察後に行った卒業生へのアンケート結果を示す。

まず、事前連絡する中で最も興味を持っていた内容

（図１－１参照）についてはＳトランスファー（６

件）統合ケア（６件）24時間回想法（３件）教員と

の交流（１件）の順であり、卒業生同士の交流にお

いては０件であった。

また、最も興味を持って参加した研修内容に対す

る満足度（図１－２参照）はそれぞれ非常に満足・

まあ満足という回答から、一定の研修内容の質を担

保することができたと考えることができる。

続いて、当日に参加してみて興味を持った研修内
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図１－１　最も興味を持って参加した研修内容（Ｎ=16）

24時間回想法 Ｓトランス 統合ケア 教員交流 卒業生交流 

図１－２　最も興味を持て参加した研修内容の満足度（N=18）



容（図２－１参照）としては、24時間回想法（11件）

統合ケア（８件）Sトランスファー（６件）特にな

し（２件）卒業生同士の交流（１件）教員との交流

０件であった。特になしと回答した卒業生のコメン

トとして、「今回の内容で充分満足」という意見が記

載されていたことから、これらを総合してこの結果

を捉えると、卒業生が高い意識を持ち、参加できた

ことを伺い知ることができる結果であった。

ではその満足度について尋ねると（図２－２参照）、

24時間回想法を筆頭に、Ｓトランスファー、統合ケ

アにおいても満足度の高い結果を得ることができた。

但し、卒業生同士の交流、教員との交流においては

満足の行くものではなかったという結果を示すこと

となった。

今回の研修において全体的な評価として（図３）

高い満足度を得ることができたことから、卒業生に
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図２－１　当日興味を持って参加できた研修内容（複数回答 Ｎ=18）

図２－２　当日の研修内容の満足度２（Ｎ=18）

24時間回想法 Ｓトランス 統合ケア 教員交流 卒業生交流 

図３　研修全体の満足度（Ｎ=18）



とっては有益な時間と機会を担保するに至ったとい

えるだろう。

また次回参加の意向を確認したところ（図４）全

体の満足度と同様に高い評価を得ることができた。

このような結果から今回のフィールドワーク型のリ

カレント教育が有効であるという示唆を得るもので

あると認識することができるであろう。

次回開催のための基礎データ確保のために、卒業

生の求める研修内容について意思確認すると、今回

のようなフィールドワーク型（16）が最も要望とし

て高く、次いで座学形式（７件）であった。また、

今回の研修内容において低い満足度であった卒業生

同士の交流、教員との交流を希望する意思を確認す

ることができたことから、課題として認識すること

となった。

７．自身の職場への導入意思について
（アンケート結果および自由記述から）

また、今回の研修内容について実際に自身の職場

で取り組んでみたいか（図６）、について回答を求め

た結果は以下の通りである。24時間回想法は「非常

に思う」「まあ思う」合わせて３件であり、スーパー

トランスファーでは「非常に思う」「まあ思う」共に

３件ずつ（計６件）の回答であった。老人子ども統

合ケアは「非常に思う」は０件であったが、「まあ思

う」が６件と多い傾向を示した。また教員との交流

についても「まあ思う」が１件あった。卒業生との

交流については０件であった。

また、この結果をふまえ、漓自身の職場で取り組

んでみたいものと滷その理由、そして澆そのことの

導入の困難感と潺その理由の４点について自由記述

で解答を得た。その結果を示すこととする。
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図４　次回参加の希望・意思（N=18)

図５　あなたが求める研修内容（複数回答 Ｎ=18）



漓24時間回想法

滷利用者の方から昔の話を聞くことで私たちも勉強

になると思うから。昔のことを楽しそうに話して

いるのを見てすごいと思ったので。少しでも昔の

ことを思い出してほしいから。物や映像があった

方が話がはずむから。回想法でＡＤＬ向上にもつ

ながるし互いに勉強できるから。

澆非常に思う

潺今の職場は建物が古く狭いため、そのような場所

を作りづらい。

澆まあ思う

潺昔を思い出すような物の用意が難しい。

澆非常に思う

潺お金がかかる。人が足りない。時間が足りない。

漓スーパートランスファー

滷「腰痛予防」と「互いの負担軽減」になるから。利

用者と職員の互いの負担が減ると思うから。腰を

痛めないで介助できるから。自分も利用者も楽に

移動したいから。施設で腰痛者が多いため。新し

い技術でスキルアップでき、患者さんも楽になる

から。自分の身を守るため。

澆あまり思わない

潺グループホームで、そこまでの重度の方はいない

ため。

澆まあ思う

潺はじめは、利用者様も新しい移乗方法に対して恐

怖心があると思うので、それを取り除く（安心し

ていただける）までに時間がかかりそうだから。

澆非常に思う

潺開設から年数がたっており、昔の行い方に満足し

ている職員が多いため。

澆まあ思う

潺自分がやりたいだけではなかなかできない。施設

の方針などもあるので。

澆非常に思う

潺スタッフの認知度に問題あり。

澆あまり思わない

潺自分の体や周囲のことを考えて良いことだと思う。

澆まあ思う

潺まだ、入社してまだ半年のため、しゃしゃり出る

のはどうかと思うため。

漓老人・子ども統合ケア

滷年齢の違う者同士で触れ合うことで互いに得るも

のがあると思うから。利用者にとって良いことや、

実際働いているデイでも託児所の子どもに対して

すごく利用者の反応が良いので増やせていけたら

と思う。利用者に笑顔が増えると思うから。毎日

が楽しく過ごせそうだから。近くに託児所があっ

たから。

澆まあ思う

潺双方の調整の困難さと地域性、現場の特性に問題

あり。

澆非常に思う

潺地の環境が良くないため。

澆まあ思う

潺子どもとの触れ合いが全くない施設で、やるとし

たら一からのスタートだから。

澆まあ思う

潺トランスファーは導入できるが老人と子どもの毎

日の交流は難しそうだから。
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図６　職場で取り組んでみたい研修内容について（Ｎ=18)



このように積極的に導入したい意向はあるものの、

それぞれの職場での制約を事情に挙げながら、その

困難さが記述される傾向が強くみられるという特徴

が明らかとなった。

８．今回の感想（自由記述）結果

また今回の研修に参加した感想について自由記述

で回答を求めた。以下その結果を示すこととする。

・実際に現場を見せてもらえたことはよかった。

職員さんと話をすることができたら本音や実際

の思いが伺いたい。

・他の施設を見ることが出来てよかった。施設の

雰囲気によって、利用者の方もそれぞれだなぁ

…と思った。「デイサービス」は、子どもとのふ

れあいがとても良いことだと感じた。自分の働

いている所も隣が託児所なので、近いものを感

じた。

・久しぶりに同級生に会えて楽しかった。高浜安

立荘も以前実習で行った事があったので回想法

の取り組みのことも知っていたが、そのときよ

りも新しくなっていたところもあったのでそこ

が見られてよかった。

・保育園とデイが一緒にあるというテレビを見た

ことがあり、実際に見てみたいと思い参加した。

話を聞き、高齢者や子どもにも良いこと、生き

がいを見ていることなどを見て学べてよかった。

機会があれば実際の交流を見てみたい。

・今回の研修会に参加させて頂く事ができてとて

もうれしい。普段なかなか知ることのできない

他施設の見学が出来てよかった。卒業生との交

流はグループに分けると、もっと情報交換がは

ずんだのでないかと思う。ぜひまた参加したい。

岡短で一般公開できる講義等あれば卒業生にも

開示してほしい。

・岡短で、回想法やトランスファー、老人と子ど

もが一緒に過ごしている施設があることなどを

勉強してきたが、実際に見たことはなかったか

ら、今回見られてよかった。でもまさか卒業し

てからいくとは思わなかったから驚いた。

・新トランスファーには驚いた。自分の施設に取

り入れていきたいと思う。

・大変勉強になった。今働いている施設でもでき

ることがあれば行っていきたい。また参加した

い。

・とても勉強になった。指導する側の今、新しく

技術を習えてよかった。今の所は、研修に行く

機会がないので、他施設の雰囲気が見られて勉

強になった。

・普段、他の施設を見ることが出来ないのでとて

も勉強になった。同じ年の卒業生でも集まりた

い。

・回想法は、自分が行っている施設でとても使え

るなと思った。

・全体的に来てよかったと思う。トランスファー

も非常に参考になった。

・24時間回想法はＴＶで観て興味があった。子ど

もとの交流は以前から職場でできればいいと思

っていたので理想的だった。こんな施設がたく

さんあったら、ぜひ働きたいと思う。

・もう少し１つ１つの場所で、ゆっくり見学でき

たら良かったかと思った。利用者の方との交流

も、もう少しできたら良かったと思う。

このように自由記述からは、今後のリカレント教

育のあり方について示唆に富む指摘や意見、感想等

が寄せられた。

８．まとめ

本報告は、介護職員として自己研鑽意欲の高い卒

業生に対するリカレント教育の機会と場の提供を通

し、その内容や具体的な実施方法の効果を明らかと

するため、また介護福祉分野の OJT教育実践や研究

に示唆を与えるために実施した取り組みであった。

今回選定した視察先の高浜市所在の３施設は、ど

こも先進的な実践により、介護福祉分野におけるよ

り良い多くの有用な情報を提供してくれていたと考

える。このことは参加者アンケートの結果から明ら

かである。

そして研修への卒業生の興味関心の高さも伺い知

ることができることから、プログラムの設定におい

ても学習効果があったものと捉えることができるで
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あろう。しかし反面、卒業生との交流については高

い満足度が得られていないが、求めるリカレント教

育として卒業生同士の交流が挙がっていることから、

この点のプログラムの改善・工夫の必要性が課題と

なった。さらには、研修内容を自身の職場で実施す

る意思があるのだが、その困難さを挙げている傾向

がみられたことから、卒業生のマネジメント力の向

上を図るようなリカレント教育のプログラムも求め

られる用件であると認識させられた。

また多くの教育機関が実施している学校という場

を拠点（社会資源）としたリカレント教育という運

営方法から、地域の実践現場（社会資源）へ出向く

フィールドワーク型のリカレント教育は、卒業生が

体験的に学ぶ機会の質を、担保することができるひ

とつのリカレント教育のあり方として、意味を見い

だすことができるといえるのではないだろうか。し

かし今回、参加希望者を調整した背景があった。そ

れは訪問先に多くの卒業生が行くことで、先方の業

務等に支障を来たしてしまうことへの配慮からであ

る。このようなフィールドワーク型リカレント教育

では、卒業生の受講要望人数が多くても、実際は今

回のような限られた人数とならざるを得ないことか

らも、この点をどのように改善していくのかという

課題が残るものであった。

今後も更に、本学科の運営方針である「積極的な

地域貢献」の視点を軸とした卒業生にとって有意義

なリカレント教育のあり方を検討し、具体化してい

くことを目指す所存である。

注

（１) 人間福祉学科では、過去２回（平成17・18年）

にわたって卒業生を対象とした意識調査を実施

してきた。仕事をする上で不足と感じている知

識技術として「医学一般」「介護技術」「社会福

祉」「老人障害者の心理」を挙げており、役立

っている知識・技術として「介護（形態別介護

を含む）技術」「老人障害者の心理」「リハビ

リ」「レクリエーション」を挙げている。この

傾向は２回目の調査においても同様な結果を得

ることとなったが、さらにケアマネジャーの資

格取得を目指したい意向が示された。そして、

目の前にある課題を乗り越えるため、即座に求

められる知識・技術の習得の必要性と、それら

について学生時に学べたことの意義を見出して

いる結果が得られた。また、ケアマネジャー資

格取得を目指したいという回答から、受験資格

取得年数５年の実務経験を得るために、その間

の介護の現場で働く意欲と共に、取得後の勤務

継続の意欲もあることが分かった。

（２) 回想法とは「高齢者の回想に対する見方とし

て、昔を思い出すことにより自分の人生を整理

し捉え直すという積極的で普遍的な行為である

と意味付けたもの（ロバート・バトラー、

1963）」であり、認知症高齢者の周辺症状の緩

和・改善に期待がされているものである。高浜

安立荘は、そのような状況を24時間切れ目無

く提供していることで注目を集めている。

（３) Ｓ（スーパー）トランスファーとは、「持ち上

げない移乗介護」の技術として、青山幸広氏が

提唱し、全国的にも採用がすすんでいる介護技

術である。また高浜安立荘は青山氏を招き、そ

の技術をいち早く、施設全体のものとして導入

しようとした経緯を持つ施設である。

（４) 老人・子ども統合ケアとは、広井良典によると

「高齢者のケアと他世代（とりわけ子ども）の

ケアを統合していくことで、高齢者にとっても

子どもにとってもプラスの効果が生まれ、より

積極的なケアの姿が開けてくるのではないかと

いう視点」を有した新たなケアの発想であり、

取り組みである。

※本研究は、平成21年度岡崎女子短期大学課題研究

費の助成を受けて行った研究であることをここに記

載し、感謝の意と致します。
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